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水稲

豆類

馬鈴薯

青果

小麦

　美瑛町農業総生産の基本となるH30 年
度の「実作付」がこのほどまとまりました。
総面積は 11,600㌶で、作物ごとの主幹面
積は小麦 3,185㌶、飼料作物 2,430㌶、甜
菜 1,081㌶、根菜・果菜を主とする青果関
係で 1,041㌶、豆類 948㌶、馬鈴薯 809
㌶となっております。畑作物の特徴とし
ては夏作物の代表品目の小麦が 106㌶の
減、赤えんどう 40㌶の減、などとなって
おり、一方では、飼料作物が 223㌶の大
幅増、甜菜は 63㌶の増などとなっており
ます。以下特徴的な傾向についてお知らせ
致します。

　上川管内は主食米の生産地として位置付
けられ、特に当管内中央部は「良食味米生
産地帯」としても特定され、当ＪＡも低た
んぱく米生産を中心として生産者努力が注
がれて来ました。品目的には水田協議会で
配分面積の主食 842㌶、加工 86㌶、飼料
米 2㌶の面積となっております。

　豆類は振興計画目標面積に対し 73％の
948㌶で前年比 22㌶の減少となっており
ます。品種的には大豆が 593㌶で豆類面
積の 63％を占め交付金大豆、黒大豆を中
心とした契約大豆に移行しています。特徴
的なのが赤えんどうで振興計画面積 57㌶
を大幅に上回っているものの昨年比 40㌶
減少の 113㌶となりました。また、小豆
は昨年から継続して減少し 201㌶、輪作
の主役を飾る豆類面積は作付の構図が変わ
りつつあります。

　小麦全体の作付面積は 3,185㌶で昨年
比、秋小麦が大幅に減少し 2,397㌶となり
ました。このうち採種用小麦が春、秋小麦
101㌶ずつの 202㌶となっています。水稲、
飼料作物等を除く畑作耕種面積に対する作
付比率は 43.5％で昨年比減少したものの
面積の約半数は小麦が占めています。

　馬鈴薯の作付面積は 809㌶で、昨年比
29㌶の減少となっております。振興計画
での最終目標面積は 1,143㌶で、達成率は
71％で、豆類同様年々作付が減少の傾向
にあります。今回の組合員アンケートでは
収穫期の人手不足が解消されれば作付意欲
の高い品目であり、機械化体系も含め課題
解決が優先される品目です。

　青果全体の作付面積は 1,041㌶で振興
計画目標比 81％となっております。トマ
トは 1㌶増の 44㌶で計画目標値の 73％と
なりました。振興作物の玉ねぎは 146㌶、
ブロッコリーは 63㌶にとどまりました。

H30年美瑛町の実作付
振興計画総仕上げ
農業総生産（交付金控除）
126億円めざして
甜菜作付け63㌶増の
1,081㌶

トマト１㌶増の44㌶に
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　北海道農業に深刻な打撃を与える「経済連携協
定 /ＥＰＡ」が結ばれた。来年の初めには発効さ
れるが農業に対し経済的な打撃が必至であり憂慮
される。日欧ＥＰＡは2013年３月に交渉が開始
し、昨年７月に大枠合意、同年12月に妥結した。
交渉ではＴＰＰの合意水準が事実上の前提とさ
れ、結果的に日本は重要品目でも、米を除き、軒
並みＴＰＰ並みの市場開放を余儀なくされた。特
に、欧州が競争力を持つソフトチーズには、最大
３万1,000㌧の低関税輸入枠（枠内税率は16年
目に撤廃）を設け、ＴＰＰの合意水準を上回る市
場開放が容認されてしまった。
　ワインやパスタ、菓子といった加工品でもＴＰ
Ｐ以上に譲歩し、牛肉は、ＥＵ加盟国の多くで関
心が小さいにもかかわらず、ＴＰＰ同様９％まで
の関税引き下げを認めた。日本は、既に米国を除
く11ヶ国によるＴＰＰの新協定（ＴＰＰ11）の
国内手続きを完了し、来年前半までにＴＰＰ11、
日欧ＥＰＡと大型協定が相次いで発効される可能
性があるとされている。
　日本農業はかつてない国際競争にさらされる
上、今後予定される米国との新たな貿易協議（Ｆ
ＦＲ）で、日本国内での懸念が大きい２国間の自
由貿易協定（ＦＴＡ）要求が強まる恐れがある。
日欧ＥＰＡに対し、生産現場の不安は消えない。
日本は８割を超える品目で関税を撤廃。ソフトチ
ーズなどＴＰＰを超える市場開放に踏み切る品目
もある。政府の影響試算によると、日欧ＥＰＡで
国内農業の生産額は最大で1,100億円減少。大幅
に自由化するチーズなど牛乳・乳製品の生産減少
額は最大約203億円に上る。実際の打撃は、も
っと大きいという見方もある。政府の影響試算は
妥当なのか。打撃を緩和するための国内対策は十
分なのか、議論すべき課題はまだまだ多い。

不安が消えない
北海道の生産現場

　

た
く
ま
し
い
美
瑛
農
業
を
皆
さ
ん
と

と
も
に
進
め
る
「
地
域
農
業
振
興
計
画
」

の
意
向
調
査
を
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど

集
計
作
業
が
終
了
し
ま
し
た
。
各
位
に

は
春
作
業
の
ご
多
忙
な
中
ご
協
力
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
意
向

調
査
は
配
布
総
数
４
２
１
件
、
ご
回
答

を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
の
は
３
８
４
件

で
91
・
２
％
と
高
い
回
答
率
と
な
り
ま

し
た
。
意
向
調
査
設
問
は
組
合
員
皆
さ

ん
の
現
状
の
姿
の
状
況
確
認
も
含
め
38

の
設
問
で
す
。
農
業
所
得
の
維
持
拡
大

に
つ
い
て
は
現
状
維
持
を
前
提
に
耕
地

面
積
を
増
や
す
意
向
に
加
え
農
業
経
営

費
や
家
計
費
を
抑
え
る
こ
と
、
５
年
後

の
経
営
の
姿
で
は
積
極
的
に
面
積
を
拡

大
し
た
い
と
の
組
合
員
は
約
29
％
、
後

継
者
の
支
援
策
で
は
資
金
面
で
優
遇
策

ご協力ありがとうございました
―組合員意向調査―

　

美
瑛
農
業
や
農
協
経
営
を
中
長
期
的

に
そ
の
姿
と
目
標
を
指
針
化
す
る
農
業

振
興
計
画
の
策
定
に
向
け
て
第
１
回
目

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
７
月
23
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
計
画
の
柱
と
な
る
基

本
テ
ー
マ
づ
く
り
に
向
け
て
は
す
で
に

３
月
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
進
め
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
や
協
同
運
動
の
推
進
役
と

な
る
職
員

か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を

行
い
、
い

ず
れ
も
集
約
の
結
果
を
メ
ン
バ
ー
全
員

が
共
有
し
振
興
計
画
に
反
映
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
浦
島
代
表
理
事
専
務
を
チ
ー
フ
に

し
メ
ン
バ
ー
は
部
課
長
に
よ
る
ラ
イ
ン

管
理
職
。
今
後
、
地
区
懇
談
会
に
向
け

て
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
、
総
代
会
承
認

の
振
興
計
画
本
篇
の
作
成
に
向
け
５
回

の
メ
ン
バ
ー
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
基
本
テ
ー
マ
の
設
定
、

環
境
調
査
や
農
業
総
生
産
高
、
Ｊ
Ａ
事

業
収
支
の
予
測
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
規
制
改

革
会
議
の
示
す
組
合
員
所
得
20
㌫
ア
ッ

プ
に
向
け
て
の
事
業
の
掘
り
起
し
や
貿

易
の
自
由

化
が
目
の

前
に
迫
る

中
で
、
先

の
予
測
が
目
ま
ぐ
る
し
く
動
き
、
難
し

い
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
不
透
明
な
時
代
に
あ
っ
て
今
後

の
「
美
瑛
農
業
、
農
協
の
姿
」
を
ど
う

描
く
か
担
当
の
知
恵
の
発
揮
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。

中
長
期
に
美
瑛
農
業
を
指
針

ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
農
業
振
興
計
画
づ
く
り

を
設
け
る
こ
と
、
新
規
農
業
者
の
受
け

入
れ
で
は
積
極
的
か
つ
希
望
者
が
い
れ

ば
受
け
入
れ
る
な
ど
が
高
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
て
の
意
見

で
は
建
設
的
意
見
の
他
、
事
業
利
用
を

通
じ
て
厳
し
い
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
全
職
員

が
共
有
し
、
振
興
計
画
へ
の
活
用
と
日

常
業
務
の
改
善
に
繋
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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広
が

れＪＡ交流の
輪

　

JAびえい年金友の会
会員交流「やすらぎの旅」で楽しく

　JAで年金をお受取頂いている皆さんの組織
「年金友の会 /江花一治会長」のやすらぎの旅
が行われました。この企画は同会が毎年事業の
メインの一つとして実施しているもの。7月 2
日から2泊 3日の日程で十勝、阿寒方面に40
名を超える皆さんが参加いたしました。
　十勝管内は芽室町の「明治なるほどファクト
リー」でチーズの出来上がりまでの工程、同町
の開拓の歴史、農機具などを展示した「ふるさ
と歴史館、ねんりん」を見学し、十勝川温泉を
ホテルに会員交流を行いました。翌日は池田ワ
イン城、柳月スイートピアガーデンで十勝の銘
菓を堪能し、阿寒湖温泉を2日目の宿にふたた
び交流を重ねました。

今回も盛会だった年金友の会の交流事業

　

組
織
の
主
役
は
「
ひ
と
」、
そ
の
結
ぶ

付
き
を
さ
ら
に
太
く
す
る
毎
年
恒
例
の

組
織
活
動
交

流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
に
は
青
年
・

女
性
部
員
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
員
、

報
徳
社
員
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
が
一
同

に
会
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
７
月
13

日
に
行
わ
れ
た
こ
の
催
し
は
、
組
織
の

絆
を
さ
ら
に
強

く
す
る
こ
と
を

目
的
に
盛
り
沢
山
の
企
画
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
で

楽しく絆づくり
ＪＡ
びえい 組織活動交流会

開会あいさつの
浦島代表理事専
務 /天候の回復を
祈り、明日の元
気も取込み楽し
く交流を深めま
しょうと挨拶

毎年人気の「アルパカ」ぬいぐるみに
「かわいー」と小さなお子さんたち

テーブルごとに競
うゲームも趣向を
少し変えて今年も
楽しく
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７
月
２
日
、
平
成
31
年
度
農
業
関
係
予
算
概

算
要
求
に
向
け
た
農
林
水
産
省
と
の
意
見
交
換

会
を
、
４
～
５
月
に
か
け
て
各
地
区
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
現
場
の
意
見
を
踏
ま
え
、
６
月
の
各
作

目
別
対
策
委
員
会
等
で
決
定
し
た
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
の
政
策
提
案
に
基
づ
き
行
い
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
か
ら
は
道
連
役

員
、
Ｊ
Ａ
組
合
長
、
青
年
女
性
組
織
代
表
者
ら

１
４
３
名
が
参
加
し
、
農
協
組
織
基
盤
、
基
本

農
政
、
水
田
、
畑
作
青
果
、
酪
農
畜
産
の
各
対

策
に
つ
い
て
要
望
内
容
を
農
林
水
産
省
に
伝
え
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
持
続
可
能
な
北

海
道
農
業
確
立
に
向
け
て
、

生
産
現
場
の
意
見
を
し
っ

か
り
国
等
に
伝
え
て
参
り

ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
玉
ね
ぎ

「
環(
※
め
ぐ
る)

」
と
「
真
白(

※
ま
し
ろ
）」
の

売
り
上
げ
の
一
部
が
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
事
業
「
第
11
回
コ
ー
プ
の
森

植
樹
祭
」
が
、
今
年
も
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

全
道
11
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
と
真
白
１
パ
ッ
ク
購
入
ご

と
に
１
円
を「
コ
ー
プ
未
来(
※

あ
し
た)

の
森
づ
く
り
基
金
」

に
協
賛
し
て
お
り
、
２
０
１
７

年
度
は
、
約
63
万
円
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
特
殊
詐
欺
被
害
が

多
発
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
北
海
道
警
察

と
連
携
し
被
害
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
６
月
に
実
施
し
た
「
年
金
感
謝

ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
で
年
金
を
お
受
け
取

り
さ
れ
て
い
る
お
客
様
が
来
店
し
た
際
、
特
殊

詐
欺
に
関
す
る
注
意
喚
起
の
標
語
を
印
刷
し
た

「
招
福
よ
う
か
ん
」
を
お
渡
し

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ

番
組
で
は
電
話
で
お
金
を
要

求
さ
れ
た
際
に
家
族
や
警
察

に
相
談
す
る
こ
と
を
幅
広
く

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
７
月
８
日
に
札
幌
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
た
「
北
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
６
時
間

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
に
有
志
34
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
他
の
企
業
も
多
数
参
加
し
て
お
り
、
Ｊ

Ａ
共
済
連
で
は
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総

合
保
障
」
を
掲
げ
、
職
員
が
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
て
一
生
懸
命
走
る
こ
と
で
、

Ｊ
Ａ
共
済
を
大
き
く
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を

通
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
Ｊ

Ａ
共
済
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域

住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
本
会
事

業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健

康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン
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血圧の上昇を抑える たまった疲労を軽減する

食欲を増進させる

酢



7

第1135号　平成30年8月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

カルシウムの吸収を助ける

腐敗や雑菌繁殖を防ぐ

内臓脂肪を減少させる 血糖値の上昇を抑える
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☆
当
選
者
は

大　

庭　

秋　

子
さ
ん

佐　

藤　

託　

磨
さ
ん

保　

田　

美　

里
さ
ん

山　

岸　

莉　

奈
さ
ん

河　

村　

ア
イ
子
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
十
五
夜
に
飾
る
植
物

②
米
の
収
穫
作
業
の
一
つ

③
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
表
示
で
は「
Ｂ
」

④
よ
く
飼
わ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
な
ん

だ
ニ
ャ

⑤
石
原
裕
次
郎
と
牧
村
旬
子
の
デ
ュ

エ
ッ
ト
曲
「
―
―
―
の
恋
の
物
語
」

⑧
―
―
―
足
り
て
礼
節
を
知
る

⑩
和
風
の
携
帯
薬
入
れ
。
黄
門
様
の

ド
ラ
マ
で
お
な
じ
み
で
す

⑫
恋
愛
運
や
金
運
な
ど
を
見
て
も
ら

い
ま
す

⑬
カ
ラ
オ
ケ
店
で
離
さ
な
い
人
も
い

ま
す

⑮
招
く
人
が
ホ
ス
ト
な
ら
、
招
か
れ

る
人
は

⑰
月
の
模
様
は
ウ
サ
ギ
が
こ
れ
を
つ

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
か

⑱
佐
渡
島
に
保
護
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
鳥

①
電
流
を
流
し
た
り
切
っ
た
り
す
る

装
置

④
深
谷
、
下
仁
田
、
九
条
と
い
え
ば

⑥
膝
よ
り
下
、
く
る
ぶ
し
よ
り
上

⑦
野
山
を
耕
し
て
田
畑
に
す
る
こ
と

⑨
鉄
棒
や
跳
び
箱
を
使
っ
て
―
―
―

体
操

⑪
木
を
育
て
た
り
切
り
出
し
た
り
加

工
し
た
り
す
る
仕
事

⑭
体
の
90
％
以
上
が
水
分
だ
と
い
う
、

水
に
す
む
生
き
物

⑯
年
下
の
女
き
ょ
う
だ
い

⑲
田
楽
に
し
て
も
お
い
し
い
紫
色
の

実
野
菜

⑳
あ
、
お
い
し
そ
う
。
ひ
と
―
―
―

ち
ょ
う
だ
い
！

㉑
カ
イ
コ
の
繭
か
ら
作
り
ま
す

Ａ
→
Ｄ

『
ナ
ツ
マ
ツ
リ
』
で
し
た

18

8

【全体運】前向きな気持ちになれます。やってみ
たいことがあれば思い切ってチャレンジを。遠方
への外出も楽しめるはず

【健康運】適度に体を動かすと、元気になれそう
【幸運を呼ぶ食べ物】サトイモ

【全体運】うっかりミスを連発しやすいかも。常に
確認作業を忘れないで。気分のリフレッシュに
はハイキングがお勧め

【健康運】スポーツの前には、きちんと準備運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】アワビ

【全体運】知的好奇心が高まる月です。読書を楽し
むことで、新しい発見がある予感。得意な分野に
打ち込みのも好結果に

【健康運】アクティブに過ごして。体力強化に最適
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

【全体運】やたらと人をあてにせず「自分のことは
自分で行う」姿勢が幸運の鍵に。玄関の掃除が開
運を招きそう

【健康運】フットワークの軽さが大事。まず散歩へ
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴーヤー

【全体運】 自分に自信が生まれる気配。興味があ
ることに、どんどんぶつかってみて。過去の失
敗を乗り越えるチャンスも

【健康運】心に余裕を持つことで、体調に好変化が
【幸運を呼ぶ食べ物】キクラゲ

【全体運】ゆったり構えれば、状況は少しずつ好転
してくるはず。焦って行動しないよう、ご用心。半
身浴でリラックスを

【健康運】良質な睡眠を心掛けて。気力回復の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】カンパチ

【全体運】人脈のネットワークを広げていく好機。
食事や飲みに誘われたら、気軽に顔を出して。新
しい趣味を持つのも◎
健康運】順調。自分のリズムを大切にしましょう

【幸運を呼ぶ食べ物】桃

【全体運】自分の考えや価値観にこだわり、停滞を
招く暗示。柔軟性を発揮して。耳に痛い意見ほど
現状打破に役立ちます

【健康運】食生活の乱れを正せば、好影響が期待大
【幸運を呼ぶ食べ物】ナス

【全体運】行動範囲を広げると、刺激的な出会いが
あるでしょう。新しいスポットに足を運んでみて。
ネット情報に注目を

【健康運】 簡単な体操にツキ、楽なものほど効果あり
【幸運を呼ぶ食べ物】カワハギ

【全体運】あれこれ考え過ぎて、かえって状況を
悪化させやすいよう。開き直りの気持ちが重要。
ヒーリング音楽を聴いて

【健康運】ストレスを感じやすい時期。気分転換を
【幸運を呼ぶ食べ物】カボス

【全体運】優柔不断になり、周りに迷惑を掛けがち。
信頼できる相談相手を見つけましょう。運気アッ
プには花を飾って

【健康運】疲れやすいかも。十分な休息を取ること 
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】心理的に動揺しやすいよう。何をするに
も、行動前には深呼吸で心を静めるとグッド。野菜
料理を食べるのも吉

【健康運】無理は禁物です。のんびり過ごしてみて
【幸運を呼ぶ食べ物】レタス

11

12

20

21

19

18

62

注！ハガキは62円です

7 21

18

11

12

20

21

19

18

7
Ｅ

ヒ
ヤ
ケ ジ

ツ
カ

ス
ブ
リ

テ
グ
ス

ツ
ク
エ

マ
ス

ツ
ナ

リ

リ
ア

マ

ホ
ル
モ
ン

ワ
リ
ア
イ ス

イ
セ
イ

パ
ラ
ソ
ル
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いつもの料理が劇的においしくなる
「火入れ」ワザ
から揚げは、「余熱で火を通す」が正解！

うまい！にはワケがある
「高太郎」のご馳走つまみ

清々しく生きるための山伏のヒント
答えは自分の感じた中にある

林高太郎　著
■ 1,512 円
東京・渋谷にある予約の取れない居酒
屋「高太郎」。お酒はもちろん、店主
が作る絶品料理
が大評判。本書
でおつまみの枠
を超えた、ごは
んにも合う「ご
馳走」レシピを
大公開。美味し
く作るワザも詳
しく掲載。

星野文紘　著
■ 1,512 円
羽黒山伏の著者が、厳しい修業を通じ
て会得した「気づき」の数々。考えす
ぎてネガティブ
思考になりがち
な人に「自分の
感じたままに生
きる」ことの大
切さを教えてく
れる。人生に生
き詰まりを感じ
ている人に。

上田淳子　著
■ 1,404 円
カラッと揚がったから揚げやほくほく
とした肉じゃが…。それらのおいしさ
の秘訣は「火の
入れ方」。定番メ
ニューの「火入
れ」のポイント
を、詳細な写真
とイラストで解
説。おいしく作
るコツがよくわ
かる。
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収穫機のジョイントカバー等
点検確認を！！

◎ジョイントカバーアッセンブリ又はカバー付ジョイント
 助成金額3,000円（税抜）

◎ジョイントカバー片側又はカバー付ジョイント片側
 助成金額1,500円（税抜）

　（※ジョイントカバー・PTOジョイントはタイプによって
　　　価格が違います）
◎低速車マーク    　………通常販売価格4,000円（税抜）

　　 　　助成金額1,500円（税抜）
◎回転灯    　 ………………通常販売価格7,500円（税抜）

　　　 　助成金額1,500円（税抜）
◎トレーラライトセット………………………………

　　　通常販売価格8,420円～14,220円（税抜）
助成金額1,500円（税抜）

（※トレーラライトセットはタイプによって価格が違います）
◎バックモニター……通常販売価格37,905円（税抜）～

　　　助成金額1,500円（税抜）
◎バックモニター用増設カメラ………………………

　通常販売価格23,000円（税抜）～
　　　助成金額1,500円（税抜）

◎バックブザー   ………通常販売価格　5,200円（税抜）
　　　　助成金額1,500円（税抜）

農機協

農機協では農作業事故や交通事故を未
然に防止するため、ジョイントカバー
等の購入に対して助成を致します。

　近年、PTOジョイントに巻き込まれる事故
や、夜間に一般道をトラクターで走行中、後
続車に追突される事故が増加しております。
　そのような農作業事故を未然に防ぐため、
農機協では上記の製品の購入に対し助成を致
します。研修センターはもちろん、他の農機
具会社等、ＪＡ経由で購入される場合も助成
しています。
　ご注文、お問い合せは研修センターまでお
願い致します。

研修センター　☎ 92-0588

台風予報の進化

お天気カレンダー

　8月、9月は台風シーズンで、日本列島に近づく
台風が最も多い時期です。台風の予想には、テレビ
や新聞などでもおなじみの予報円があります。現在
は 5日先までの予報円と 3日先までの台風の強さ
の予想が発表されています。
　気象庁では、今年新しいスーパーコンピューター
を使い始めました。これにより、今年度末までには
台風の強さの予想をこれまでの 3日先から 5日先
まで延ばすことになっています。台風の予報がより
早く、より正確に分かるようになってきます。

　台風が近づくことがよ
り早く、正確に分かるだ
けでは、台風による災害
を避けられるわけではあ
りません。台風が来ると
予想されたときは、どの
ような準備をしたら良い
か、あらためて確認して
おきましょう。その上で
正確な予報を活用し、早
めの行動に結び付けてい
けたらいいですね。



11

第1135号　平成30年8月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

どかんと農業まつりどかんと農業まつり

営農部　☎ 68-7014

　今年も夏がやってきました！生産者と消費者が触れあ
える丘のまちフェスティバル「どかんと農業まつり」が
開催されます！美瑛産農畜産物販売や三輪車レース、プ
リキュアショーなど各種イベント盛りだくさん！みなさ
まのご来場をお待ちしております！

８月18日（土）

10：00～21：00
ＪＲ美瑛駅前・本通り
特設会場
番組：STVラジオ公開生放送&歌謡ショー

神野美伽・ようへい

神野美伽

ようへい
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■かけがえのない人命や営々と築いてきた生活の基盤が一瞬に無
くなる大地震や未曾有の気象災害が容赦なく日本列島を襲う。そ
して記録的な酷暑、広島、岡山、愛媛など西日本の甚大な被害は
時間が経つたびに増え、全容が判明するには相当の時間がかかる
ことが報じられる。手塩にかけた果樹や作物の無残な姿は、同じ
農業者として悲痛な思いである。言葉だけは軽々に思われるかも
しれないが、一日も早い被災地の再興を願うばかりだ。■農業に
限らず我が国の人手不足は「慢性的」だ。農業労働力の確保は喫
緊の課題。ここにきて課題はあるものの、外国人材への期待は小
さくない。このほど政府が示した「骨太の方針」にこれが盛りこ
まれているが、環境の整備を早く進める必要性が望まれている。

734 人

1,912 人

265 億 93 百万円

80 億 48 百万円

 11 億 34 百万円

46 億 13 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 30 年 6 月末）

発生件数　　1 件（  9 件）　《7 件》
　　負傷　　1 人（  9 人）　《7 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《0 人》
（　）は 30 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（7月 20日現在）

8
平
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昭
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便
物

認
可

毎
月
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発

行
1135

熊
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留
夫

総
務

部
　

　

15日（水）　ＪＡ臨時休業（～１６日）

18日（土）　どかんと農業まつり

23日（木）　百合根消流懇談会

第3回理事会　6月29日（金）
■議案審議事項
議案第１号　外部出資の増口について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　固定資産の取得について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①平成 30年度コンプライアンスの実践項目につい
て

②理事地区分担に係る補佐職員について

第4回理事会　7月19日（木）

■議案審議事項
議案第１号　理事に対する貸付について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　大口信用供与等について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　規程類の変更について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　従業員に対する燃料手当について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①平成 30年度甜菜立会人の選任について
②平成 30年度上半期決算事務処理日程 ( 案 ) につ
いて

　麦作生産部会（山本賢一部会長）では部会事業で計画の町外視察
研修を行いました。この研修は 6月 27日から 2日間の予定で参加
者は生産者 20名。視察先は小麦生産関連で、実需者の声を直接伺
うこととし、札幌の西山製麺（株）と日本製粉小樽工場を訪問。い
ずれも美瑛産小麦の大きな需要先で、実需者としても安全安心を基
本にした安定的な生産を要望されました。また農業機械に関心の深
い江別市のヤンマーアグリジャパン（株）では、進化する農業機械
を目の当たりにし、ICTを駆使した近未来型の農業に大きな関心を
寄せていました。

JAびえい麦作生産部会

町外研修で学ぶ

ヤンマーアグリジャパン（株）にて参加者一同で


